
の正午に、消防本部、各支所のサイレ
ンを吹鳴します。サイレンを合図に原
爆死没者の冥福と世界恒久平和の実現
を祈念し、黙とうを捧げましょう。
　なお、串間市は昭和61年に非核平
和都市宣言を行っています。
◎�問い合わせ先＝総務課行政係☎内線
３１４

　日本赤十字社宮崎県支部主催により
「人間のいのちと健康、尊厳を守るた
め」の救急法講習会が開催されます。
多数の参加をお待ちしています。
◎�日時＝９月11日（土）午前10時〜
正午
◎�場所＝串間市総合保健福祉センター
２階研修室
◎受講料＝無料
◎�その他＝受講者には人工呼吸用携帯
マスクとオリジナルクリアファイル
をプレゼント。
◎�申込・問い合わせ先＝日本赤十字社
宮崎県支部串間市地区☎72−０３
３３

　串間市国際交流協会では海外派遣事
業の参加者を募集しています。
　国際交流員のジュリアン氏とともに
ニュージーランドの学校との交渉を行
ない、帰国後は市内の学校とニュー
ジーランドの学校との交流に携わって
いただくことを目的に派遣します。
　今後の交流手段（インターネットの
活用による、テレビ会議などの実施）
を考慮してパソコン操作がある程度で
きる方を募集します。
◎�派遣先＝ニュージーランド（クライ
ストチャーチ）
◎時期＝10月13日〜20日の８日間
◎�派遣者＝市内在住の一般の方、２人
程度
◎�随行者＝串間市国際交流員ジュリア

ン氏
◎�助成額＝渡航費の一部（１人８万円）
◎応募期間＝８月31日まで
※�詳細・募集用紙などはお問い合せく
ださい。派遣者の選考は、書類およ
び面接にて行ないます。
◎�問い合わせ先＝串間市国際交流協会
事務担当川崎☎０９０−８４１５−
０５５６

　社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会
は要約筆記奉仕員養成講座基礎課程
（手書きコース）を開講します。
◎会場＝日南市福祉保健センター
◎日程
①�体験講座＝８月22日（日）午後２
時〜４時
②基礎課程
・�開講日＝９月19日（日）午後１時
〜４時
・�期間＝９月19日、10月３日、10日、
24日、31日、11月７日、21日（毎
週日曜日の午前10時〜午後４時）
※�応用課程＝11月28日（日）〜１月
９日（日）午前10時〜午後３時
◎費用＝１, ０５０円（テキスト代）
◎対象＝高校生以上の方
◎申込締切＝８月16日（月）
◎�申込方法＝官製はがきまたはＦＡＸ
にて①日南会場希望②住所③氏名④
連絡先、を明記のうえお申し込みく
ださい。
◎�申込・問い合わせ先＝社会福祉法人
宮崎県聴覚障害者協会（担当：飯田）
〒８８０−００５１宮崎市江平西２
丁目１番２０号☎０９８５−38−
８７３３FAX ０９８５−29−２２
７９

　４月19日から総務省にて、経済的
な理由などで地上デジタル放送に移行

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

することが難しい世帯に対して、簡易
なチューナーを無償給付などの支援を
行っていましたが、申し込み期限が平
成22年12月28日までに延長になりま
した。
◎支援の対象者
・�障害者のいる世帯でかつ世帯全員が
市町村民税非課税になっている世帯
・生活保護などの公的扶助受給世帯
・�社会福祉事業施設に自らテレビを持
ち込んでいる入所者
◎ご注意
・�支援の申し込みには、ＮＨＫと受信
契約を結び全額免除の適用を受けて
いることが必要です。
・�すでに地上デジタル放送を視聴され
ている世帯は支援の対象外です。
・�支援は現物給付ですので、ご自身で
購入されたチューナー、アンテナ改
修などの費用を清算することはでき
ません。
◎問い合わせ先
・�地上デジタル放送受信のための支援
制度について＝総務省地デジチュー
ナー支援制度について＝☎０５７０
−０３３−８４０
・�ＮＨＫとの受信契約、受信料免除に
ついて＝ＮＨＫ視聴者コールセン
ター☎０５７０−０００−５８８

　猛威を振るう口蹄疫対策に役立てて
ほしいと、串間市に義援金をご寄付いた
だきました。ご寄付いただいたのは次の
方々です（７月16日までの受付分）。
◎�寄付者＝二十日会、宮崎県電業協会
串間市部、株式会社晃暉、串間市電
気工事業協同組合、串間市漁業協同
組合、有限会社東進メディカル、近
畿串間会、大黒グループ、宮崎県自
衛隊協力会女性部会串間支部（敬称
略）
　皆さまの善意、ありがとうございま
した。

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

　あなたの調査票には日本の大切な未
来がつまっています。
予想人口当てクイズに応募しよう
� �国勢調査の串間市の予想人口を募集
します。ふるってご応募ください。
◎応募資格＝串間市に居住している人
◎応募方法＝ハガキに
①予想人口
②郵便番号
③住所
④氏名（ふりがな）
⑤年齢
⑥電話番号
　以上をご記入ください。
※�応募数は１人１枚まで、ハガキ１枚
につき１答
◎締め切り＝10月１日（金）
※当日消印有効
◎賞金および賞品
・１等（１人）＝１万円分の商品券
・２等（２人）＝５千円分の商品券
・３等（２人）＝２千円分の商品券
◎ヒント！！「人口の推移」
・�平成12年10月１日＝２３,６４７人
（国勢調査実施）
・�平成17年10月１日＝２２,１１８人
（国勢調査実施）
・平成18年10月１日＝２１,７９６人
・平成19年10月１日＝２１,４４８人
・平成20年10月１日＝２１,００５人
・平成21年10月１日＝２０,６８３人
◎�当選者の決定方法＝平成23年２月
末日までに統計局が公表する串間市
の人口に一致したものまたは最も近
いものから順位を定め、当選者を決
定。当選者複数の場合は、事務局抽
選により決定。
◎�当選発表＝本人に通知（平成23年
３月ころ）
◎�応募・問い合わせ先＝串間市国勢調
査実施本部〒８８８−８５５５（住
所不要）�☎内線２６５・２６６

　広島に原爆が投下された８月６日午
前８時15分、長崎に原爆が投下された
８月９日午前11時２分および終戦の日

　串間市では、木造住宅の地震に対す
る安全性の向上を図るために、耐震診
断士が行う耐震診断費用の一部を補助
します。
　耐震診断とは、県に登録された木造
住宅耐震診断士が現地調査し、地盤・
基礎、建物の形、壁の配置・割合など
の構造的見地から建物を診断します。
地震に対する建物の安全性が気になっ
ている方、リフォームを検討されてい
る方は、建物の現状を知ることができ
ますので、ぜひ、この機会にご活用く
ださい。
◎�補助対象＝所有者が串間市在住で、
昭和56年５月31日以前に建築され
た串間市に存する木造住宅（特殊な
工法は除く）
◎�補助額＝通常の診断費用４５,００
０円程度に対し３分の２を補助。た
だし、３０,０００円が上限です。交
付決定後に契約したものに限ります。
◎�募集戸数＝５戸予定。
※�先着順ですので、予定戸数になり次
第締め切ります。
◎�問い合わせ先＝都市建設課建築住宅
係☎内線４１４・４１５

　８月は児童扶養手当（母子手当）受
給者の現況届け出、また、特別児童扶
養手当所得状況届け出の月です。届け

出がないと、受給資格があっても手当
を受けられなくなります。
　届け出の必要な方には、８月上旬に
個別に通知しますので、必要な書類な
どをご準備の上、総合保健福祉セン
ターにて手続きをしてください。
◎�問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係・自立支援係☎７２−０３３３
（内線５０４・５１４）

　平成22年６月の法改正により、平
成22年８月分から児童扶養手当が父
子家庭へも支給できるようになりまし
た。支給を受けるには、申請が必要で
す。詳しくはお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係☎７２−０３３３（内線５０４）

　子ども手当の現況届は毎年６月に提
出することとなっています。提出がな
いと支給停止となります。現況届の提
出を忘れている方は至急、印鑑・保護
者の保険証などをご持参の上、総合保
健福祉センターにて手続きをお願いし
ます。
　なお、４・５月に子ども手当の新規
申請をされた方は今年に限り現況届は
必要ありません。
◎�問い合わせ先＝福祉保健課子育て支
援係☎７２−０３３３（内線５０４）

　10月１日、全国一斉に国勢調査が
行われます。調査の結果は、福祉、雇
用、防災、環境など皆さんの生活に密
着した問題を考える行政上の大切な基
礎資料となります。提出された調査票
は統計上の目的以外に使用することは
ありません。
　９月下旬から世帯ごとに調査員が伺
いますので、調査へのご協力をお願い
いたします。
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